
中
部
圏
の
産
業
と
暮
ら
し
を
支
え
る

名古屋港

経済成長の要 日本の主要港
　
日
本
経
済
再
生
に
向
け
て
政
府
が
推
し
進
め
る
成
長
戦
略
に
お
い
て
、
「
日
本
の
港
湾
の

強
化
」
が
重
要
な
施
策
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
国
土
交
通
省
で
は
欧
米
の
主
要

港
な
ど
を
結
ぶ
国
際
基
幹
航
路
の
寄
港
を
維
持
、
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
国
際
コ
ン
テ

ナ
戦
略
港
湾
」
政
策
を
推
進
。
東
京
港
、
川
崎
港
、
横
浜
港
の
三
つ
の
港
か
ら
な
る
「
京
浜

港
」
、
大
阪
港
、
神
戸
港
の
二
つ
の
港
か
ら
な
る
「
阪
神
港
」
を
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾

に
選
定
し
、
港
湾
運
営
会
社
の
民
営
化
や
港
湾
整
備
の
重
点
投
資
な
ど
を
進
め
、
激
化
す
る

国
際
競
争
に
勝
ち
残
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
京
浜
・
阪
神
２
港
に
集
中

民
営
化
し
国
際
競
争
力
強
化

アジア主要港におけるコンテナ取扱貨物

（注）数値はいずれも外内貿を含む。ランキングの 　内は 年の順位。
　　 年の 位以下については 年の取扱量。（国土交通省資料より作成）

世界の港湾別コンテナ取扱個数ランキング
　　　　　

アジア主要港のコンテナ取扱個数

運
営
の
効
率
化
が
必
要
に

東

京
港
大
井
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
、

商
船
三
井
提
供

日
本
郵
船
提

供

　
取
扱
貨
物
量
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
国
際
基
幹
航
路
の
直
接

寄
港
が
少
な
く
な
る
と
、
国
内

に
立
地
す
る
企
業
が
海
外
の
港

湾
を
経
由
し
て
輸
送
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
直
接
寄
港
ル

ー
ト
と
の
比
較
に
よ
る
価
格
交

渉
力
を
失
う
こ
と
に
つ
な
が

り
、
結
果
的
に
海
外
経
由
ル
ー

ト
の
運
賃
も
高
騰
す
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
積
み
替
え
に
よ
る

遅
延
や
貨
物
が
痛
む
リ
ス
ク
も

大
き
く
な
る
。
海
上
貨
物
輸
送

ル
ー
ト
の
弱
体
化
は
、
国
内
産

業
の
空
洞
化
を
招
く
一
因
に
も

な
る
。

　
日
本
の
港
湾
強
化
が
経
済
成

長
に
は
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な

る
こ
と
か
ら
、
安
倍
晋
三
首
相

が
６
月
に
打
ち
出
し
た
新
た
な

経
済
成
長
戦
略
「
日
本
再
興
戦

略
」
に
も
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略

港
湾
政
策
の
推
進
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
国
交
省
は
こ
れ
を
受
け

て
、
「
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港

湾
政
策
推
進
委
員
会
」
を
７
月

に
設
置
。
こ
こ
ま
で
進
め
て
き

た
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
政

策
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
と
と

も
に
、
国
、
港
湾
管
理
者
、
港

湾
運
営
会
社
、
港
湾
関
係
者
が

取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明
確
に

し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
加

速
さ
せ
て
い
る
。

　
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
政

策
推
進
委
員
会
の
座
長
に
は
梶

山
弘
志
国
土
交
通
副
大
臣
が
就

任
。
委
員
と
し
て
久
保
昌
三
日

本
港
運
協
会
会
長
、
鈴
木
修
日

本
船
主
協
会
副
会
長
、
横
浜
港

埠
頭
の
高
島
正
之
社
長
な
ど
が

参
加
し
て
い
る
。
推
進
委
員
会

で
は
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾

で
あ
る
京
浜
港
と
阪
神
港
に
内

航
船
で
貨
物
を
集
め
る

集

荷
、港
湾
周
辺
に
企
業
誘
致
な

ど
を
進
め
海
上
貨
物
を
増
や
す

「
創
荷
」
、
海
外
の
港
湾
と
の

国
際
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
の

「
競
争
力
強
化
」
の
三
つ
を
柱

に
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
に

関
す
る
施
策
は
以
前
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
来
て
取

り
組
み
が
加
速
し
て
い
る
の

は
、
政
権
交
代
に
加
え
、
中
国

や
韓
国
の
港
湾
に
お
け
る
取
扱

貨
物
量
が
急
激
に
拡
大
し
、
日

本
の
港
湾
の
存
在
が
小
さ
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
危
機
感
が
背

景
に
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
の
主
要
港
の
２
０
１

２
年
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
個
数

は
、
上
海
が
３
２
５
８
万
Ｔ
Ｅ

Ｕ

１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
は

コ
ン
テ

ナ
１
個

と
ト
ッ
プ
。
次
い
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
深

、
釜
山
と
中
国
と
韓
国
の
港

が
続
い
て
い
る
。
日
本
の
港
で

は
東
京
港
が
４
６
９
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ

で
最
高
だ
が
、
順
位
は

位
と

低
位
。
貨
物
量
は
上
海
の
７
分

の
１
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　
京
浜
港
と
阪
神
港
が
国
際
コ

ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
に
選
定
さ
れ

た
の
は
、
２
０
１
０
年
８
月
。

国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
と
な

っ
た
こ
と
で
、
両
港
に
対
す
る

直
轄
港
湾
工
事
の
国
費
負
担
率

が
３
分
の
２
か
ら

分
の
７
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
コ
ン
テ
ナ
ヤ

ー
ド
が
直
轄
港
湾
工
事
の
対
象

施
設
に
追
加
さ
れ
た
。
「
選
択

と
集
中
」
に
よ
り
両
港
に
重
点

投
資
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
テ
ナ

船
の
大
型
化
に
対
応
す
る
大
水

深
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整

備
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
で
の
取
り

組
み
を
進
め
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
ソ
フ
ト
面
で
は
港
湾
の

民
営
化
を
促
進
。

年
に
港
湾

法
の
一
部
を
改
正
し
、
港
湾
運

営
会
社
制
度
」
を
創
設
。
同
制

度
は
こ
れ
ま
で
地
方
自
治
体
や

埠
頭
会
社
が
行
っ
て
い
た
港
湾

の
運
営
を
一
元
化
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
も
の
で
、
一
つ
の
港

に
１
社
の
運
営
会
社
を
指
定
。

東
京
港
、
川
崎
港
、
横
浜
港
の

３
港
を
京
浜
港
と
し
て
、
大
阪

港
と
神
戸
港
の
２
港
を
阪
神
港

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
体
運
営
す

る
た
め
に
、
各
港
の
埠
頭
会
社

を
民
営
化
し
た
上
で
、
統
合
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
現
在
は
民
営
化
し
た
各
港
の

埠
頭
会
社
を
「
特
例
港
湾
運
営

会
社
」
に
指
定
す
る
た
め
の
申

請
手
続
き
を
進
め
て
い
る
段
階

に
あ
る
。
特
例
港
湾
運
営
会
社

に
指
定
さ
れ
る
と
、
国
や
港
湾

管
理
者
が
所
有
す
る
港
湾
内
の

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の

行
政
財
産
の
貸
し
付
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
自
社
で
所
有
す

る
施
設
と
合
わ
せ
て
一
体
運
営

す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
港
湾

の
運
営
を
目
指
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
港
湾

施
設
で
あ
る
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
運
営
が
、
所
有
者
に
よ

っ
て
別
々
に
行
わ
れ
て
い
た
た

め
、
必
ず
し
も
効
率
的
と
は
言

え
な
か
っ
た
こ
と
の
反
省
に
立

っ
た
も
の
だ
。
港
湾
施
設
を
効

率
的
に
運
営
す
る
こ
と
で
利
用

料
の
低
減
な
ど
国
際
競
争
力
の

強
化
を
図
り
、
上
海
港
や
釜
山

港
な
ど
に
も
対
抗
す
る
こ
と
は

戦
略
の
柱
で
あ
り
、
民
間
の
視

点
を
取
り
入
れ
て
港
湾
の
経
営

を
効
率
化
す
る
こ
と
は
、
必
要

条
件
と
な
る
。

　
港
湾
運
営
会
社
の
最
終
的
な

経
営
統
合
に
つ
い
て
は
、
京
浜

港
が

年
度
中
、
阪
神
港
が

年
中
に
完
了
す
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
る
。
た
だ
関
係
者
か
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
国

際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
推
進
委

員
会
で
は
、
港
湾
運
営
会
社
の

経
営
統
合
に
お
け
る
課
題
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
統
合
会
社
の
民

間
の
出
資
比
率
だ
。
統
合
会
社

は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
お

お
む
ね
３
割
程
度
の
民
間
出
資

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
関

係
者
か
ら
「
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
」
と
い
う
意
見
が
出
て
い

る
。
し
か
し
民
間
出
資
の
割
合

が
少
な
く
な
れ
ば
、
大
き
な
目

的
の
一
つ
で
あ
る
「
民
の
視
点

で
の
戦
略
的
港
湾
運
営
」
の
実

現
が
難
し
く
な
る
。
統
合
会
社

の
経
営
体
制
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
形
が
望
ま
し
い
の
か
、
今

後
さ
ら
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。

　
こ
の
ほ
か
国
交
省
は
「
集

荷
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国

内
の
地
方
港
な
ど
か
ら
釜
山
港

な
ど
東
ア
ジ
ア
主
要
港
に
輸
送

さ
れ
、
積
み
替
え
ら
れ
て
い
る

国
内
の
貨
物
を
内
航
船
で
京
浜

港
と
阪
神
港
に
集
め
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
国
交
省
で

は
七
つ
の
内
航
航
路
を
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
選
定
し
、
国
か
ら

の
委
託
事
業
と
し
て
支
援
。

年
度
は
約
２
・
３
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、

年
度
は
約
５
・
９
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ

の
貨
物
を
内
航
船
に
よ
っ
て
京

浜
港
と
阪
神
港
に
輸
送
し
た
。

た
だ
こ
の
事
業
は
今
年
度
で
終

了
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

「
集
荷
」
を
継
承
す
る
施
策
の

検
討
も
今
後
の
課
題
の
一
つ

だ
。

　
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
推

進
委
員
会
は
７
月
に
２
回
開
か

れ
、
荷
主
や
港
湾
運
営
会
社
、

関
係
団
体
な
ど
に
行
っ
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
基
に
議
論
が
進
め
ら

れ
た
。
今
後
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

進
め
て
課
題
を
吸
い
上
げ
、
さ

ら
に
議
論
を
深
め
な
が
ら
、
概

算
要
求
に
盛
り
込
む
項
目
を
整

理
し
、
８
月
末
に
も
中
間
と
り

ま
と
め
を
出
す
方
針
だ
。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ８月９日 金曜日 　　

　
名
古
屋
港
は
１
９
０
７
年

に
開
港
。
４
市
１
村

名
古

屋
市
、
東
海
市
、
知
多
市
、

弥
富
市
、
飛
島
村

に
わ
た

る
広
大
な
陸
域

４
２
１
５

万
平
方

で
日
本
最
大

と

水
域

８
１
９
４
万
平
方

か
ら
な
る
総
面
積
は
名

古
屋
市
の
ほ
ぼ
３
分
の
１
に

匹
敵
す
る
。

　
２
０
１
２
年
の
総
取
扱
貨

物
量
は
２
億
２
５
６
万

と

年
連
続
日
本
一
、
貿
易
額

は

兆
３
１
５
１
億
円
と
３

年
連
続
日
本
一
を
記
録
。
約

１
６
０
の
国
や
地
域
と
結
ば

れ
る
わ
が
国
を
代
表
す
る
国

際
貿
易
港
と
し
て
、
自
動
車

産
業
を
は
じ
め
、
工
作
機

械
、
航
空
宇
宙
産
業
な
ど
が

集
積
す
る
「
も
の
づ
く
り
中

部
」
を
支
え
る
。

　
名
古
屋
港
は
コ
ン
テ
ナ
貨

物
の
み
な
ら
ず
、
バ
ル
ク
貨

物
や
完
成
自
動
車
を
取
り
扱

う
総
合
港
湾
と
し
て
、
ア
ジ

ア
の
成
長
を
取
り
込
み
、
わ

が
国
の
経
済
と
産
業
の
成
長

を
け
ん
引
す
る
「
国
際
産
業

ハ
ブ
港
」
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。
こ
れ
に
向
け
て
現

在
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
民
営
化
の
推
進
や
道
路
整

備
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
強
化
、

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
施
策

な
ど
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
安
全
・
安
心
を
支

え
る
港
と
し
て
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
大
規

模
災
害
に
対
応
し
た
防
災
体

制
を
強
化
し
て
い
る
。
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
一
体

と
な
っ
た
安
心
で
き
る
港
を

目
指
し
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
の
防
災
機
能
の
充

実
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。


